
辞退をする必要施設基準があるかの自己点検を行い、
辞退するものがあれば辞退届とともに提出する。

辞退するものが無ければ提出不要。

通常の診療室（診察室）と異なる特別な診療室を用意し、
特別な療養環境の提供を行い、特別な料金を徴収していること

を厚生局報告している場合に、報告が必要。

特別な診療を行う場合などで、予約時に特別な料金徴収を行っ
ていて、それを厚生局に報告を行っている場合に報告が必要。

レセコン等を導入しておらず、明細書が自動発行できない場合な
どで、有料で明細書を発行している場合に報告が必要。

歯援診１・歯援診２・歯援病の届出を行って
いる場合に報告が必要

ベースアップ評価料の届出を行っている
場合に報告が必要。

報告方法についてはデンタルブックに公開中。

〇定例報告の概要の解説


